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衆議院の解散をうけて【談話】 

 

サービス・ツーリズム産業労働組合連合会 

事務局長 石川 聡一郎 

 

１．十分な国会質疑もないままの解散 

2021年10月14日、岸田内閣は衆議院を解散した。自由民主党の総裁選挙をうけて、

ようやく開会した臨時国会も、所信表明演説と代表質問のみで、これまでの政権運営

に対する評価や今後の政策について、十分な国会質疑もないままに閉会となった。 

新型コロナウイルス感染症がいまだ終息しないなかで、政局優先の国会運営は誠に

遺憾である。 

 

  

２．わが国の具体的な将来ビジョンを 

今回の衆議院議員総選挙は、コロナ禍という国家的危機を克服し、安心で持続可能

な社会を展望することができるわが国の将来ビジョンをいかに描くかが重要な争点と

なる。 

各政党は選挙にむけて、それぞれ政権公約・ビジョンを発表しているが、選挙期間

という一時の、耳障りのよい言葉遊びに終始することなく、国民に対して、この国の

将来像と具体的なプロセスを描き、示す必要がある。 

 

 

３．働く者・生活者の立場にたった政治勢力の拡大を 

サービス連合は本年４月「サービス連合政策推進議員懇談会」を立ち上げた。私た 

ちサービス・ツーリズム産業の政策実現にむけては、産業の実情を理解し、活動す 

る政策推進議員懇の役割・期待は大きい。今回の衆議院議員総選挙では、政策推進 

議員懇の幹事である「近藤和也」氏（石川県３区）、「西岡秀子」氏（長崎県１区） 

を推薦している。また連合より推薦依頼のあった候補者についても、推薦を決定した。 

第49回衆議院議員総選挙は、10月19日公示、31日投開票の日程で実施される。 

新型コロナウイルス感染症が、私たちの生活にも多大な影響を及ぼしているなか、 

働く者・生活者の明るい未来を展望するためにも、働く者・生活者の立場にたった 

政治勢力の拡大をはかることが求められる。 

加盟組合には、この選挙の意義を組合員に周知し、また推薦候補者については、組

合員の家族にも周知の協力をお願いしたい。 

 

サービス連合は、この選挙の意義を組合員に訴え、政策推進議員懇の推薦候補者を

再び国会の場に送り出すために、衆議院議員総選挙に組織一丸となって取り組む。 
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